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酵
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し

 

（

文

部

省

） 
る

 
 
 
 
 
 

第

一

 

醸

造

沿

革 

琉

球

泡

盛

の

名

を

以

て

広

く

世

に

知

ら

れ

た

る

沖

縄

県

下

特

産

の

酒

精

飲

料

品

は

普

通

の

清

酒

原

料

に

用

ふ

る

麹

と

異

な

り

た

る

一

種

特

異

の

異

色

の

麹

を

以

て

醸

造

す

る

も

の

に

し

て

其

醸

造

の

起

原

に

関

し

て

は

正

史

の

徴

す

べ

き

な

く

且

つ

口

碑

の

伝

わ

る

も

の

な

き

を

以

て

之

を

確

知

す

る

に

由

な

し

と

錐

と

も

 

琉

球

由

来

記

中

に

左

の

一

節

あ

り 
  

富

国

其

濫

觴

洪

武

の

初

中

華

に

通

す

此

時

伝

来

し

来

り

て

之

を

製

す

米

粟

稜

麦

を

以

て

耕

作

之

月

除

に

し

て

成

る

泡

盛

と

日

う

此

国

の

名

酒

也

入

壷

蔵

貯

之

年

数

を

経

て

気

味

香

云

々 

此

れ

に

よ

り

て

之

を

考

え

る

に

泡

盛

の

醸

造

法

は

支

那

よ

り

伝

来

せ

る

も

の

に

し

て

而

か

も

遠

く

明

の

洪

武

年

間

即

ち

今

を

去

る

こ

と

五

百

有

余

年

前

既

に

其

業

を

始

め

た

る

者

の

如

し

然

れ

と

も

該

記

録

に

載

す

る

と

こ

ろ

果

し

て

信

拠

す

べ

き

や

否

や

明

な

ら

す

但

し

那

覇

区

中

の

一

部

に

泉

崎

と

称

す

る

地

あ

り

其

地

名

の

起

原

を

説

け

る

球

陽

と

称

す

る

書

の

遺

老

説

傅

に

よ

れ

ば

昔

時

は

該

地

に

於

て

泡

盛

の

醸

造

を

創

め

た

る

も

の

な

る

を

推

知

し

得

へ

き

も

其

説

カ

附

会

の

嫌

な

き

能

は

す

其

記

事

左

の

如

し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

聊

 

往

昔

之

時

泉

崎

区

素

呼

宗

部

村

云

々

常

酒

為

業

云

々

恰

如

泉

湧

云

々

俗

呼

泉

酒

遂

名

其

村

泉

酒

而

後

改

字

泉

崎

爾

而

し

て

現

今

の

産

地

と

し

て

は

首

里

区

を

推

す

と

雖

と

も

該

地

に

於

け

る

泡

盛

醸

造

の

創

始

其

何

の

時

に

あ

り

し

か

此

れ

亦

記

録

の

存

す

る

者

あ

る

を

知

ら

す

然

れ

と

も

醸

造

家

の

口

碑

に

よ

れ

は

百

数

十

年

前

該

地

方

の

二

三

箇

村

に

於

て

自

家

用

兼

小

売

の

た

め

少

許

の

醸

造

を

な

せ

し

者

あ

り

し

か

爾

来

幾

星

霜

の

後

時

の

薩

摩

其

醸

造

を

禁

制

せ

し

こ

と

あ

り

し

を

以

て

一

時

其

発

達

を

砠

礎

せ

し

も

其

間

猶

之

れ

か

密

造

を

事

と

す

る

者

あ

り

て

製

造

は

依

然�

繽

せ

ら

れ

曾

て

全

く

中

止

せ

し

こ

と

な

く

遂

に

は

坊

間

に

之

れ

か

販

売

を

試

み

る

者

あ

る

に

至

れ

り

此

に

於

い

薩

庁

は

遂

に

公

然

其

製

造

と

販

売

と

を

許

可

せ

し

よ

り

其

業

日

二

月

に

隆

盛

に

赴

き

現

今

に

あ

り

て

は

沖

縄

県

下

重

要

産

物

の

一

に

数

へ

ら

れ

年

々

の

製

造

額

三

万

石

を

下

ら

さ

る

に

至

れ

り 

泡

盛

醸

造

の

業

に

従

事

す

る

は

現

今

首

里

区

中

金

城

、

赤

田

、

鳥

小

堀

の

三

箇

村

に

限

り

三

箇

村

通

し

て

百

二

十

七

戸

あ

り

昔

時

は

金

城

を

以

て

最

一

と

せ

し

も

当

時

は

赤

田

、

鳥

小

堀

却

て

遠

く

金

城

の

上

に

出

て

 

金

城

に

は

僅

に

九

戸

を

存

す

る

の

み

是

れ

金

城

は

土

地

高

燥

に

し

て

坂

の

中

腹

に

位

す

る

か

故

に

醸

造

上

必

要

か

く

へ

か

ら

さ

る

用

水

の

不

便

あ

る

よ

り

此

の

如

き

自

然

の

結

果

を

致

せ

る

も

の

な

る

へ

し 
 



 
 
 
 

第

二

 

醸

造

法 
泡

盛

醸

造

の

方

左

三

項

よ

り

 

法

は

の

成

る

一

麹

の

造

 
 

二

 

酵

の

製

造

 
 

三

 

蒸

留 

製

麹

の

製

造

 

麹

は

泡

盛

醸

造

の

原

料

品

に

し

て

菌

類

の

化

糖

素

の

作

用

に

よ

り

て

澱

粉

を

糖

化

し

之

を

可

醗

酵

性

の

物

質

に

変

換

せ

る

も

の

に

外

な

ら

す

此

れ

に

附

著

せ

る

糸

状

菌

は

清

酒

の

麹

に

於

け

る

菌

即

ち

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

オ

リ

ヂ

ー

」

 

と

異

に

し

て

黒

色

の

胞

子

を

形

成

す

る

一

種

の

糸

状

菌

な

り

と

す 
 

麹

に

用

い

る

穀

類

は

古

来

米

及

び

粟

の

二

種

な

り

し

か

現

今

は

専

ら

米

の

み

を

用

い

粟

を

用

い

る

者

至

て

少

な

た

又

米

に

あ

り

て

は

本

邦

産

の

も

の

支

那

産

米

に

此

に

醸

造

上

造

に

良

好

な

る

は

従

来

の

経

験

に

よ

り

明

な

る

事

実

な

り

と

雖

ど

も

如

何

せ

ん

二

者

其

価

格

に

於

て

少

な

か

ら

さ

る

高

低

の

差

異

あ

る

を

以

て

皆

な

唐

米

の

み

を

使

用

す

る

に

至

れ

り

又

一

時

米

と

粟

と

を

平

分

に

混

用

し

た

る

も

の

あ

り

し

か

今

や

此

方

法

を

探

る

者

稀

な

り 
 

麹

の

製

造

法

は

先

ず

四

斗

五

升

の

精

米

を

清

水

に

て

洗

い

之

を

木

製

の

桶

に

移

し

凡

そ

十

二

時

間

乃

至

十

五

時

間

程

冷

水

に

浸

し

更

に

数

回

洗

除

を

重

ね

た

る

後

蒸

甑

に

納

れ

て

蒸

す

こ

と

凡

そ

三

四

時

間

に

し

て

麹

室

 

（

麹

室

は

内

地

の

も

の

と

異

な

り

普

通

木

造

の

小

屋

た

る

に

過

き

す

）

に

運

び

之

を

 

「

ニ

ク

ブ

リ

」

と

称

す

る

藁

蓆

の

上

に

撒

布

し

て

小

部

分

に

別

ち

其

温

度

摂

氏

六

十

度

乃

至

七

十

度

に

冷

却

す

る

を

待

ち

て

之

れ

に

種

麹

（

種

麹

と

は

通

常

粟

を

以

て

製

し

胞

子

の

多

量

に

附

著

せ

る

も

の

に

他

な

ら

す

通

例

四

箇

月

間

の

使

用

量

を

貯

ふ

）

一

合

を

加

へ

能

く

混

和

し

暫

く

し

て

之

を

他

の

全

部

と

混

す

る

な

り

該

時

に

於

け

る

蒸

米

の

温

度

は

摂

氏

八

十

度

よ

り

時

と

し

て

は

九

十

度

に

及

ぶ

こ

と

あ

る

か

政

に

此

の

如

き

温

度

に

あ

り

て

は

縦

令

ひ

種

麹

の

表

面

に

空

気

中

の

微

生

物

来

り

て

附

著

す

る

こ

と

あ

る

も

悉

く

藩

殖

す

る

に

至

ら

さ

る

へ

し

以

上

の

手

続

中

固

よ

り

曽

て

験

温

器

を

使

用

す

る

こ

と

な

く

只

多

年

の

経

験

上

所

謂

手

加

減

に

よ

る

も

の

な

る

か

故

に

温

度

は

必

す

し

も

一

定

せ

す

又

該

業

者

の

語

る

と

こ

ろ

に

よ

れ

は

種

麹

を

混

合

す

る

に

は

蒸

米

の

温

度 
 

か

手

の

温

度

に

ま

て

冷

却

す

る

を

待

つ

と

云

う

と

錐

と

も

之

を

実

地

に

験

測

す

れ

は

概

ね

上

記

の

温

度

を

示

せ

り 
 

蒸

米

冷

却

し

て

三

十

度

内

外

の

温

度

に

下

る

や

藁

蓆

を

以

て

之

を

被

ひ

成

る

へ

く

熱

の

発

散

を

防

き

て

温

気

を

保

有

せ

し

む

斯

く

し

て

約

そ

十

二

時

間

の

後

に

至

れ

は

始

め

て

菌

糸

の

発

育

を

認

め

菌

糸

の

呼

吸

に

よ

り

て

漸

々

其

温

度

上

昇

し

て

気

温

摂

氏

二

十

七

度

の

時

蒸

米

の

温

度

は

二

十

九

度

に

達

し

其

一

日

目

に

於

て

三

十

二

度

に

至

り

少

し

く

黒

色

の

胞

子

を

見

る

而

し

て

三

日

目

即

ち

発

育

の

最

も

盛

な

る

時

に

至

れ

は

著

し

く

菌

糸

の

発

生

を

認

む

へ

く

且

つ

既

に

黒

色

の

胞

子

を

生

し

麹

の

温

度

亦

三

十

四

度

位

に

達

す

此

く

温

度

上

昇

す

る

や

藁

を

除

き

て

三

十

五

度

以

上

に

昇

る

こ

と

な

か

ら

し

め

四

日

目

に

至

り

て

全

く

成

熟

し

蒸

米

の

表

面

は

黒

色

の

胞

子

を

以

て

被

は

れ

分

散

せ

る

蒸

米

は

菌

糸

に

よ

り

て

結

著

せ

ら

れ

塊

状

を

呈

す

る

に

至

る 
 

蒸

米

上

の

菌

糸

の

発

育

は

清

酒

麹

に

於

け

る

か

如

く

着

る

し

か

ら

す

此

れ

主

と

し

て

麹

室

の

普

通

の

木

造

小

屋

た

 
 

 



る

に

過

き

さ

る

を

以

て

充

分

温

気

を

得

る

こ

と

能

は

さ

る

に

よ

る

な

り

又

気

温

十

二

三

度

下

り

室

内

の

温

を

保

つ

能

は

さ

れ

は

菌

糸

の

発

育

不

完

全

に

し

て

十

五

六

日

を

経

て

漸

く

成

熟

し

得

る

の

み 
 

膠

の

製

造

 

酵

の

製

法

は

麹

四

斗

五

升

に

水

四

斗

を

加

へ

粗

製

の

甕

に

納

れ

更

に

之

れ

に

種

醪

（

種

醪

と

は

麹

甕

に

入

れ

て

三

四

日

を

経

過

し

醗

酵

の

最

も

旺

盛

な

る

も

の

）

二

合

を

加

え

同

一

製

の

蓋

を

以

て

之

を

覆

ひ

大

抵

日

に

回

宛

擾

乱

し

此

く

て

三

時

間

の

後

に

至

れ

は

除

口

に

醗

酵

を

始

め

て

炭

酸

瓦

斯

の

発

生

を

認

め

得

へ

し 
 

是

と

同

時

に

甕

内

の

温

度

漸

く

上

昇

し

三

時

間

の

後

に

は

気

温

以

上

に

達

し

二

十

四

時

間

に

於

て

発

酵

漸

く

旺

盛

と

な

り

炭

酸

瓦

斯

の

泡

沫

現

は

れ

三

日

目

に

於

て

醗

酵

其

極

に

達

し

甕

内

の

温

度

亦

従

て

其

頂

点

に

達

し

摂

氏

三

十

四

度

に

及

ふ

こ

と

あ

り

是

よ

り

漸

々

下

降

し

て

八

日

目

頃

よ

り

気

温

以

下

に

下

り

爾

後

一

定

の

温

度

を

保

つ

こ

と

二

十

日

乃

至

三

十

日

に

及

ふ

而

し

て

甕

内

の

温

度

は

勿

論

気

温

に

よ

り

て

大

に

大

差

あ

り

気

温

甚

だ

し

く

低

下

せ

る

と

き

は

醗

酵

現

象

顕

著

な

ら

す

従

て

醪

の

成

熟

に

日

数

を

要

す

れ

と

も

通

常

の

場

合

に

於

て

は

上

に

述

べ

た

る

か

如

し 

左

に

甕

内

の

温

度

に

閲

し

実

地

観

測

せ

る

結

果

を

記

す

但

し

温

度

は

執

も

摂

氏

と

す 
 

第

一

表

気

温

二

十

七

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二

表

 

（

気

温

二

十

一

度

） 

（

度

）

第

日

次

 

甕

内

の

温

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日

 

甕

内

の

 

度

次

温

度

第

一

日

 

二

八

・

〇

 
 

第

十

一

日
 

二

三

・

五

 
 
 
 
 

第

一

日

 

二

二

・

〇

 
 

第

十

一

日

 

一

七

・

五

 
 
 
 

 

第

二

日

 

二

九

・

〇

 
 

第

十

二

日

 
二

三

・

八

 
 
 
 
 

第

二

日

 

二

四

・

〇

 
 

第

十

二

日

 

一

七

・

五

 
 
 

 
 

第

三

日

 

三

二

・

〇

 
 

第

十

三

日

 
二

三

・

五

 
 
 
 
 

第

三

日

 

二

四

・

五

 
 

第

十

三

日

 

一

七

・

五 

第

四

日

 

三

〇

・

〇

 
 

第

十

四

日

 

二

三

・

七

 
 
 
 
 

第

四

日

 

二

四

・

〇

 
 

第

十

四

日

 

一

七

・

八 

第

五

日

 

二

九

・

〇

 
 

第

十

五

日

 

二

三

・

五
 
 
 
 
 

第

五

日

 

二

三

・

〇

 
 

第

十

五

日

 

一

七

・

五 

第

六

日

 

二

七

・

〇

 
 

第

十

六

日

 

二

三

・

八
 
 
 
 
 

第

六

日

 

二

一

・

〇

 
 

第

十

六

日

 

一

七

・

八 

第

七

日

 

二

四

・

〇

 
 

第

十

七

日

 

二

三

・

八

 
 
 
 
 

第

七

日

 

二

一

・

五

 
 

第

十

七

日

 

一

七

・

五 

第

八

日

 

二

三

・

〇

 
 

第

十

八

日

 

二

三

・

五

 
 
 
 
 

第

八

日

 

一

八

・

五

 
 

第

十

八

日

 

一

七

・

五 

第

九

日

 

二

三

・

五

 
 

第

十

九

日

 

二

三

・

七

 
 
 
 
 

第

九

日

 

一

八

・

〇

 
 

第

十

九

日

 

一

七

・

五 

第

十

日

 

二

四

・

〇

 
 

第

二

〇

日

 

二

三

・

五

 
 
 
 
 

第

十

日

 

一

七

・

八

 
 

第

二

〇

日

 

一

七

・

五 
 

麹

を

甕

に

納

れ

て

よ

り

大

約

十

日

間

は

藁

を

以

て

嚢

の

周

囲

を

包

み

壌

内

の

温

度

の

下

降

を

防

き

且

つ

日

々

二

回

宛

擾

乱

す

甕

内

の

温

度

気

温

以

下

の

降

り

醗

酵

現

象

の

衰

ふ

る

（

大

約

十

日

目

位

）

や

芭

蕉

の

葉

を

以

て

餐

口

を



密

閉

す

る

を

常

と

す

れ

と

も

若

し

該

葉

を

得

難

き

か

或

は

業

務

多

忙

な

る

家

に

あ

り

て

は

其

ま

ま

之

を

放

置

す

る

こ

と

夏

期

に

あ

り

て

は

十

七

八

日

冬

期

に

あ

り

て

は

三

十

余

日

に

し

て

蒸

溜

す 
此

の

如

く

に

し

て

泡

盛

の

醸

造

は

周

年

間

断

な

く

順

次

之

を

行

ひ

甕

数

の

最

も

多

き

は

二

百

以

上

に

達

し

少

な

き

も

五

六

十

を

備

へ

て

交

る

る

膠

を

製

造

す

る

も

の

な

れ

と

も

盛

夏

（

約

そ

摂

氏

三

十

二

度

）

 

及

ひ

極

寒

 

（

約

十

度

）

 

の

候

に

あ

り

て

は

醸

造

充

分

に

行

は

れ

す 
三

蒸

留

 

蒸

留

の

方

法

は

最

も

簡

易

に

し

て

先

つ

成

熟

し

た

る

醪

を

鉄

製

の

鍋

に

盛

り

上

に

は

錫

製

の

甑

と

木

製

の

甑

と

を

冠

し

錫

製

甑

の

上

面

に

冷

水

を

充

た

し

蒸

気

を

し

て

之

れ

に

触

れ

し

め

凝

結

せ

し

む

る

な

り

而

し

て

甑

の

内

面

に

は

溝

あ

り

凝

結

せ

る

液

體

を

此

に

集

め

其

一

端

に

開

け

る

口

よ

り

流

出

せ

し

む

る

装

置

に

し

て

醪

二

斗

五

升

よ

り

九

升

五

合

位

を

得

ら

る

る

割

合

と

な

る

斯

く

し

て

蒸

留

せ

る

も

の

三

斗

に

二

合

の

割

合

を

以

て

煎

粟

を

長

く

其

中

に

浸

さ

し

む

此

の

如

く

す

る

と

き

は

震

蕩

に

よ

り

て

多

量

の

泡

沫

を

泡

盛

に

生

す

る

か

故

に

此

の

手

続

を

行

は

さ

る

者

な

し 
  
 
 

第

三

 

麹

中

に

存

在

す

る

糸

状

菌 

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ル

ウ

チ

ウ

エ

ン

シ

ス

」

新

種

（A
sp

ergillu
s
 

L
u

ch
u

esig
 

n
ov
 

S
p

・

）

本

菌

は

麹

中

主

要

な

る

糸

状

菌

に

し

て

胞

子

黒

色

な

る

を

以

て

麹

を

し

て

固

有

の

黒

色

を

帯

は

し

む

澱

粉

糖

化

の

作

用

は

専

ら

本

菌

に

よ

る

も

の

に

し

て

其

他

の

麹

中

に

発

見

せ

ら

る

る

糸

状

菌

は

単

に

混

入

生

物

と

し

て

存

在

す

る

に

過

き

さ

る

か

故

に

種

類

常

に

一

定

せ

す 

其

形

態

 

液

体

培

養

基

並

に

固

体

培

養

基

上

に

発

育

し

表

面

は

密

に

錯

綜

せ

る

菌

糸

の

被

蓋

を

生

し

二

三

日

に

し

て

多

く

の

直

立

せ

る

短

き

白

色

菌

糸

を

出

す

是

れ

即

ち

幼

芽

生

胞

子

柄

な

り

幼

芽

生

胞

子

柄

に

次

て

白

色

小

頭

の

発

生

を

認

む

其

小

頭

漸

々

肥

大

と

な

る

や

除

ロ

に

暮

色

し

て

薄

褐

色

よ

り

漸

次

暗

褐

色

と

な

り

二

日

乃

至

三

日

に

し

て

特

殊

の

光

輝

あ

る

暗

黒

褐

色

を

呈

す

る

に

至

る

該

時

期

に

達

す

れ

は

芽

生

胞

子

柄

は

延

長

し

て

二

乃

至

二

・

五

密

迷

と

な

る

其

厚

き

膜

を

有

せ

る

丈

夫

な

る

無

色

の

柄

は

称

～

平

滑

な

る

球

形

の

暗

黒

褐

色

の

小

頭

を

有

し

次

て

胞

子

の

群

集

す

る

に

及

ひ

其

表

面

不

規

則

状

を

呈

す 
 

芽

生

胞

子

柄

は

培

養

の

初

期

に

あ

り

て

は

肉

眼

を

以

て

明

か

に

認

め

得

る

こ

と

猶

ほ

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ウ

エ

ン

チ

ー

」

及

ひ

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

グ

ラ

ウ

ク

ス

」

若

く

は

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ニ

ー

ゲ

ル

」

に

於

け

る

か

如

し

煮

熟

せ

る

米

粒

培

養

基

に

於

て

は

菌

糸

の

発

育

佳

良

に

し

て

著

し

く

気

菌

糸

を

発

生

す

れ

と

も

彼

の

 

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ウ

エ

ン

チ

ー

」

及

ひ

「

グ

ラ

ウ

ク

ス

」

に

於

け

る

如

く

長

く

し

て

分

岐

せ

る

直

立

菌

糸

を

出

す

こ

と

な

し

菌

糸

は

能

く

八

「

ミ

ュ

ー

」

の

太

さ

に

達

し

膜

壁

は

薄

く

一

様

に

原

形

質

を

含

み

屡

～

空

胞

を

有

し

且

つ

処

々

よ

り

分

岐

し

て

多

く

の

界

膜

を

有

す

る

を

見

る

二

箇

月

余

り

固

形

培

養

基

に

あ

り

て

は

菌

糸

の

一

部

膨

大



し

て

周

囲

の

原

形

質

は

該

部

に

集

ま

り

称

～

顆

粒

状

を

呈

し

又

同

部

に

界

膜

を

生

し

球

形

の

円

子

を

形

成

し

時

と

し

て

は

菌

糸

は

斯

く

膨

大

し

た

る

ま

ま

再

ひ

之

れ

よ

り

枝

を

す

る

こ

と

あ

り 
 

甕

体

は

球

形

に

し

て

柄

は

之

れ

に

垂

直

に

附

著

す

る

こ

と

猶

ほ

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

オ

リ

ヂ

ー

」

 

に

於

け

る

如

く

又

く

其

瓶

子

状

を

な

さ

さ

る

所

よ

り

す

れ

は

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ウ

エ

ン

チ

ー

」

に

於

け

る

か

如

し

と

錐

と

も

稀

れ

に

は

瓶

子

状

を

呈

す

る

こ

と

あ

り 
 

甕

体

の

表

面

は

市

柱

脱

離

の

後

に

あ

り

て

は

三

角

形

若

し

く

は

多

角

形

の

凹

み

を

以

て

被

は

れ

柄

膜

は

厚

さ

一

乃

至

一

・

ニ

ー

「

ミ

ュ

ー

」

 

に

達

し

甕

体

と

共

に

無

色

な

り

表

面

は

平

滑

に

し

て

古

き

培

養

の

も

の

に

あ

り

て

は

其

柄

含

有

物

の

著

色

の

た

め

稀

薄

褐

色

を

呈

す 
 

甕

体

に

は

放

射

状

に

密

生

せ

る

単

一

の

支

柱

を

附

著

し

其

尖

端

に

は

連

鎖

状

を

な

せ

る

芽

生

胞

子

を

生

す

る

こ

と

一

般

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

」

属

中

の

状

態

と

異

な

る

こ

と

な

く

且

つ

支

柱

は

比

較

的

長

く

し

て

甕

体

の

直

径

の

三

分

一

よ

り

二

分

の

一

に

達

す 
 

芽

生

胞

子

は

其

形

状

同

一

に

し

て

大

さ

亦

異

同

な

し

比

較

的

小

に

し

て

直

径

四

乃

至

四

・

五

 

「

ミ

ュ

ー

」

 

に

し

て

表

面

に

は

多

く

の

小

突

起

あ

り

形

状

は

悉

く

球

形

に

し

て

 

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ウ

エ

ン

チ

ー

」

 

及

ひ

 

「

ア

ス

ル

ギ

ル

ス

、

オ

リ

ヂ

ー

」

に

於

け

る

如

く

楕

円

形

の

も

の

を

混

す

る

こ

と

な

し 

ペ

発

育

史

 

芽

生

胞

子

発

芽

す

る

や

多

く

の

界

膜

を

有

す

る

菌

糸

を

出

し

菌

糸

中

の

一

部

に

突

起

を

生

し

漸

々

延

長

す

る

に

従

て

之

れ

に

界

膜

を

生

し

其

尖

端

膨

大

し

て

甕

体

を

な

す

甕

体

は

其

発

育

の

始

め

よ

り

球

形

状

を

な

し

其

表

面

に

放

射

状

の

極

め

て

短

き

支

柱

を

附

し

支

柱

は

芽

生

胞

子

を

生

す

る

頃

に

至

ら

さ

れ

は

甕

体

の

直

径

三

分

一

に

至

る

こ

と

な

し

三

箇

月

間

の

培

養

に

て

は

遂

に

小

芽

を

生

す

る

を

見

す

寒

天

 

（

砂

糖

、
百

弗

頓

、

内

妻

汁

）

 

培

養

基

及

膠

培

養

基

上

に

於

て

一

箇

月

間

の

培

養

に

あ

り

て

は

菌

糸

の

一

部

膨

大

し

て

原

形

質

之

れ

に

集

合

し

厚

き

膜

を

生

し

て

球

甕

体

を

な

す 
 

有

胞

子

は

液

体

培

養

基

位

に

固

体

培

養

基

上

に

あ

り

て

は

遂

に

其

発

生

を

認

む

る

こ

と

な

し 

性

生

理

 

温

度

は

摂

氏

二

十

五

度

乃

至

三

十

度

に

於

て

発

育

最

も

旺

盛

二

十

五

度

位

の

温

度

に

あ

り

て

発

育

最

も

慈

し

く

十

日

を

経

過

す

る

も

著

る

し

き

発

生

を

見

す

十

二

度

位

に

て

は

殆

と

発

芽

す

る

こ

と

な

し

培

養

基

中

発

育

の

殊

に

善

良

な

る

液

体

に

あ

り

て

は

麹

浸

出

液

な

り

と

す

又

ラ

ウ

ラ

ン

氏

液

に

5
0

／0

の

葡

萄

糖

及

ひ

庶

糖

を

加

へ

た

る

も

の

に

も

能

く

発

育

し

摂

氏

二

十

五

度

乃

至

二

十

八

度

の

温

度

に

於

て

は

二

十

四

時

間

に

し

て

芽

生

胞

子

発

育

し

液

底

よ

り

繁

殖

を

始

め

五

六

日

を

経

る

と

き

は

液

の

表

面

全

く

菌

糸

を

以

て

被

は

る

、

に

至

る

変

芽

煎

培

養

に

て

は

菌

糸

の

発

育

佳

良

な

れ

と

も

芽

生

胞

子

の

形

成

は

容

易

な

ら

す

二

日

を

経

て

漸

く

其

発

生

を

見

る

を

得 

十

 

個

体

培

養

其

中

発

育

最

も

善

良

な

る

は

煮

熟

せ

る

米

粒

に

し

て

次

て
5

0

／0

の

庶

糖

液

に

浸

せ

る

超

麹

培

養

基

、

変

芽

煎

膠

、
肉

糞

汁

8
0

／0

の

葡

萄

糖

若

く

は

庶

糖

を

混

せ

る

膠

培

養

基

又

は

必

要

培

養

監

類

及

ひ

8
0

／0

糖

類



を

以

て

成

る

膠

培

養

基

等

に

も

能

く

発

育

す

凡

へ

て

是

等

の

培

養

基

に

発

生

せ

る

芽

生

胞

子

柄

は

殊

に

短

小

な

る

を

以

て

著

る

し

と

す

寒

天

培

養

基

は

前

者

の

如

く

良

好

な

ら

す 
一

般

個

体

培

養

に

て

は

液

体

培

養

に

於

け

る

よ

り

も

発

育

早

く

し

て

忽

ち

白

色

の

菌

糸

甕

を

生

し

且

つ

速

に

芽

生

胞

子

柄

を

生

し

直

ち

に

暗

黒

褐

色

と

な

る

該

色

観

は

八

十

日

余

の

培

養

に

於

て

も

変

化

せ

す

又

黒

褐

色

素

は

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ウ

エ

ン

チ

ー

」

に

於

け

る

如

く

「

ア

ル

コ

ー

ル

」

に

よ

り

て

溶

出

せ

ら

れ

す 
 

本

菌

を

馬

鈴

薯

澱

粉

糊

上

に

培

養

す

る

と

き

は

除

々

に

糖

化

作

用

を

呈

す

る

を

認

め

得

へ

し 
 

膠

質

液

化

の

作

用

は

著

甚

に

し

て

斜

面

培

養

に

於

て

は

四

五

日

の

後

明

ら

か

に

認

め

得

へ

く

十

日

位

に

し

て

盛

に

稀

薄

液

体

を

生

し

液

面

に

菌

糸

の

続

生

す

る

を

見

る

三

十

日

を

経

る

と

き

は

試

験

管

内

の

膠

培

養

基

は

全

く

液

化

す

る

に

至

る 
 

芽

生

胞

子

の

発

芽

力

は

培

養

の

初

期

並

に

二

箇

月

余

り

に

互

れ

る

培

養

に

於

け

る

も

の

に

於

て

特

に

迅

速

あ

る

を

見

す 
 

発

酵

現

象

は

変

芽

煎

培

養

に

於

て

は

起

ら

す

又

球

形

醸

母

の

芽

出

す

る

こ

と

な

し

変

芽

煮

中

に

浸

せ

る

芽

生

胞

子

の

発

芽

は

通

常

に

て

表

面

発

育

を

な

す

の

み

な

り 

し

近

似

の

種

と

の

比

較

 

本

種

と

形

態

の

相

類

似

せ

る

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ウ

エ

ン

チ

ー

」

に

あ

り

て

は

試

験

管

内

培

養

に

於

て

長

く

直

立

し

且

つ

分

岐

せ

る

菌

糸

を

発

生

す

る

特

性

あ

る

を

以

て

著

る

し

と

錐

と

も

本

種

に

あ

り

て

は

此

の

如

き

発

生

を

な

す

こ

と

な

く

彼

の

 

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

オ

リ

ヂ

ー

」

 

の

如

く

培

養

基

面

に

於

て

短

き

気

生

菌

糸

を

直

立

す

る

に

過

き

す

且

つ

気

生

菌

糸

は

同

一

試

験

管

比

較

培

養

に

あ

り

て

は

本

種

に

於

け

る

も

の

は

 

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

オ

リ

ヂ

ー

」

に

於

け

る

者

よ

り

も

短

し

叉

木

菌

は

菌

糸

発

育

中

は

竜

も

著

色

す

る

こ

と

な

し

芽

生

胞

子

体

の

著

色

に

関

し

て

も

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ウ

ニ

ン

チ

ー

」

は

白

色

よ

り

帯

緑

黄

色

、

帯

褐

黄

色

を

経

て

後

遂

に

暗

褐

色

に

変

す

る

も

本

菌

に

あ

り

て

は

白

色

よ

り

稀

暗

黒

褐

色

に

変

し

後

頓

に

暗

黒

褐

色

に

変

す

る

の

差

違

あ

り

又

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ウ

エ

ン

チ

ー

」

に

あ

り

て

は

芽

生

胞

子

中

稀

に

楕

円

形

の

も

の

を

雑

ふ

る

も

本

菌

に

あ

り

て

は

全

く

球

形

の

芽

生

胞

子

の

み

に

し

て

其

若

き

場

合

に

あ

り

て

も

唯

球

形

な

る

者

の

み

な

り

但

し

支

柱

の

長

さ

は

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ウ

ニ

ン

チ

ー

」

に

於

け 

る

も

の

に

酷

似

せ

り

発

育

温

度

も

亦

両

菌

間

に

著

る

し

き

差

あ

り

ウ

エ

ー

マ

ー

氏

の

説

に

よ

れ

は

 

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ウ

エ

ン

チ

ー

」

は

、

熱

帯

産

な

る

に

係

は

ら

す

摂

氏

十

三

度

よ

り

十

八

鹿

位

の

温

度

を

適

量

な

り

と

す

と

云

ふ

と

錐

と

も

本

菌

に

て

は

摂

氏

二

十

五

度

乃

至

三

十

度

を

以

て

最

も

良

好

な

る

を

知

る

故

二

十

二

三

度

の

温

度

に

あ

り

て

は

殆

と

発

育

せ

す

本

種

の

特

徴

 

菌

糸

は

白

色

に

し

て

多

く

の

界

膜

を

有

し

屡

 

分

岐

し

て

錯

綜

す

芽

生

胞

子

柄

は

短

く

し

て

多

数

密

生

し

透

明

平

滑

な

る

膜

を

有

せ

る

柄

と

小

頭

よ

り

成

る 
 

小

頭

は

其

始

め

白

色

に

し

て

漸

次

薄

褐

色

よ

り

暗

黒

褐

色

に

変

し

甕

体

は

平

滑

に

し

て

球

形

を

な

し

時

に

卵

形

を



な

せ

る

者

を

雑

ふ

支

柱

の

脱

離

し

た

る

後

は

三

角

若

し

く

は

多

角

形

の

凹

み

を

残

す 
 

支

柱

は

長

く

し

て

甕

体

の

牛

に

は

及

ひ

放

射

状

に

排

列

す

成

熟

せ

る

芽

生

胞

子

は

球

形

同

大

に

し

て

直

径

は

四

乃

至

四

・

五

「

ミ

ュ

ー

」

に

至

る

表

面

に

は

小

突

起

あ

り

而

し

て

有

性

胞

子

は

之

を

か

く 
 

発

育

の

温

度

は

摂

氏

二

十

五

度

乃

至

三

十

度

を

以

て

最

も

適

応

な

り

と

す

米

麺

麹

膠

（

培

養

を

含

む

も

の

）

上

に

あ

り

て

能

く

発

育

し

寒

天

上

に

あ

り

て

は

発

育

甚

た

宣

し

か

ら

す

液

体

培

養

基

上

に

あ

り

て

も

亦

良

く

発

育

し

膠

液

化

作

用

着

る

し

く

し

て

糖

化

作

用

は

徐

々

た

り 
 

「

ミ

ー

「

ミ

ュ

ー

ュ

ー

ュ

ー

」

柱

長

さ

及

ひ

長

さ

 

大

サ

ノ

関

係

 
 

二
 

八

 
 
 
 

柄

の

幅

 
 
 

一

〇

 
 

一

五

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三 
ュ

」

」

 
 
 
 
 

「

ミ

」
「

ミ

 

支

 
 
 
 

六

幅

菌

糸

の

直

径

 
 

三

 
 
 
 
 

頭

の

直

径

 
 

四

〇

 
 

五

〇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ミ

ミ

ュ

ー

」 
六

「

ュ

ー

」「

芽

生

 

蜜

 
 
 

 

二

〇

 
 

三

〇

 
 
 
 

発

芽

胞

子

 
 
 

四

 
 
 

四

〇

五 

胞

子

柄

の

迷

蜜

迷

甕

体

の

直

径

長

さ

 
 
 
 
 

一

 

二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ペ

ル

ニ

イ

オ

ー

ス

ス

」

新

種

（A
sp

ergilln
s
 

P
em

iO
iO

S
u

S
n

O
 

n
ov
 

S
p
･

）

本

菌

は

屡

～

麹

中

に

発

育

す

る

も

の

に

し

て

胞

子

は

淡

青

黄

色

な

る

を

以

て

黒

色

の

麹

中

に

於

て

明

に

之

を

認

め

得

へ

し

本

菌

の

多

く

発

育

す

る

と

き

は

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ル

ウ

チ

ウ

ニ

ン

シ

ス

」

 

の

発

育

を

妨

け

其

麹

は

膠

製

造

の

際

に

於

甕

底

に

沈

み

糖

化

す

る

こ

と

頗

る

逞

し 

て

形

態

 

液

体

培

養

及

ひ

固

体

培

養

に

於

て

菌

糸

は

何

わ

れ

も

良

く

発

育

し

称

～

黄

緑

色

を

呈

す

次

て

白

柄

を

出

た

し

尖

端

に

小

頭

を

著

く

小

頭

は

初

め

白

色

な

る

も

直

ち

に

黄

色

と

な

り

後

又

黄

緑

色

を

帯

ふ

る

に

至

る

其

古

き

も

の

は

漸

々

褐

色

と

な

り

遂

に

灰

褐

色

を

呈

す

芽

生

胞

子

柄

は

短

く

し

て

二

・

五

密

迷

に

及

ふ

菌

糸

及

ひ

小

頭

の

著

色

は

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ク

エ

ン

チ

ー

」

と

同

し

柄

は

無

色

に

し

て

厚

膜

を

し

平

滑

な

る

小

頭

を

戴

く 

有

 

煮

熟

せ

る

米

粒

上

に

於

て

は

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ル

ウ

チ

ウ

エ

ン

シ

ス

」

 

の

如

く

分

岐

せ

る

長

き

直

立

の

菌

糸

を

出

た

す

こ

と

な

し

該

点

は

即

ち

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ル

ウ

チ

ウ

ニ

ン

シ

ス

」

と

異

な

れ

る

所

な

り 
 

菌

糸

の

状

態

は

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ル

ウ

チ

ウ

エ

ン

シ

ス

」

に

酷

似

し

古

き

固

形

培

養

基

に

あ

り

て

は

多

く

の

球

状

体

を

形

成

し

培

養

基

中

に

多

く

の

藤

酸

石

灰

晶

の

生

す

る

を

見

る 

結

 

小

頭

は
「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、
ル

ウ

チ

ウ

エ

ン

シ

ス

」 

に

於

け

る

よ

り

も

頗

る

大

な

り

該

点

に

於

て

は

掌

口

 

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ニ

ー

ゲ

ル

」

 

に

近

し

と

す 
 

甕

体

は

球

形

に

し

て

柄

は

垂

直

に

附

著

す

る

こ

と

猶

ほ

 

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、
ル

ウ

チ

ウ

エ

ン

シ

ス

」
及

ひ

 

「

ア

ス

ペ

ギ

ル

ス

、

ウ

ニ

ン

チ

ー

」

 

に

於

け

る

か

如

し 



 

支

柱

は

単

一

に

し

て

放

射

状

を

な

す

其

長

さ

は

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ル

ウ

チ

ウ

エ

ン

シ

ス

」

及

ひ

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ウ

エ

ン

チ

ー

」

に

比

し

て

短

く

甕

体

直

径

の

三

分

一

を

超

ふ

る

こ

と

な

し

芽

生

胞

子

は

其

形

状

位

に

大

さ

共

に

相

同

し

総

て

球

形

に

し

て

直

径

四

乃

至

四

・

五

「

ミ

ュ

ー

」

に

達

し

表

面

に

多

く

の

小

突

起

あ

り 
 

懸

滴

培

養

に

あ

り

て

は

芽

生

胞

子

先

つ

発

芽

管

糸

を

出

た

し

漸

次

延

長

す

る

に

従

て

界

膜

を

生

し

四

日

に

し

て

菌

糸

の

一

部

よ

り

柄

を

生

し

其

尖

端

較

～

膨

大

し

て

二

三

の

支

柱

を

生

し

其

上

に

芽

生

胞

子

を

生

す

る

を

見

る

固

体

培

養

基

に

あ

り

て

は

芽

生

胞

子

柄

の

発

生

の

初

め

に

當

り

甕

体

は

瓶

子

状

を

な

せ

と

も

後

漸

々

球

形

を

呈

し

且

つ

同

時

に

支

柱

を

著

生

す

る

に

至

る 
 

有

性

胞

子

の

形

成

を

見

 す

「

モ

ニ

リ

ア

」

の

一

種

（M
on

ilia
 

sp

）

本

菌

は

麹

中

に

多

く

の

存

在

す

る

白

色

の

糸

状

菌

に

し

て

「

モ

ニ

リ

ア

バ

リ

ヤ

ビ

リ

ス

」

に

近

似

せ

る

も

の

な

れ

と

も

共

著

る

し

く

形

を

変

す

る

点

に

於

て

二

者

相

異

な

れ

り

変

芽

煎

培

養

基

上

に

於

て

単

一

の

細

胞

よ

り

発

育

せ

る

も

の

は

放

射

状

の

菌

糸

衆

落

を

な

し

中

心

近

き

と

こ

ろ

は

稍

～

不

透

明

に

し

て

放

射

状

を

明

に

せ

さ

る

も

其

周

辺

に

あ

り

て

は

容

易

に

之

を

見

る

を

得

へ

し

五

六

日

に

し

て

衆

落

の

表

面

は

白

き

粉

状

の

麹

を

呈

す

又

牛

肉

百

弗

頓

膠

上

に

あ

り

て

衆

落

は

変

芽

煎

に

於

け

る

か

如

く

放

射

状

を

な

さ

す

其

縁

辺

は

不

規

則

の

出

入

を

見

る

の

み

五

六

日

を

経

過

す

と

錐

と

も

粉

状

を

呈

す

る

こ

と

な

し 

固

体

培

養

基

に

発

育

し

た

る

も

の

は

有

性

胞

子

の

如

き

菌

糸

を

生

し

多

く

の

界

膜

を

有

す

且

つ

処

々

よ

り

分

岐

し

枝

糸

の

延

長

す

る

と

共

に

表

面

よ

り

数

多

く

の

小

橋

円

形

の

芽

を

出

た

し

恰

も

醸

母

菌

に

酷

似

す

且

つ

母

体

よ

り

脱

離

し

て

醸

母

と

同

一

の

発

芽

法

に

よ

り

て

増

殖

す

菌

糸

も

亦

屡

～

界

膜

よ

り

分

裂

し

て

蕃

殖

す

る

性

あ

り

変

芽

煎

中

は

於

て

は

菌

糸

状

の

発

生

速

に

し

て

微

弱

の

発

酵

を

呈

す

一

「

リ

ー

テ

ル

」

変

芽

煎

中

に

於

て

十

五

日

間

の

後

3
0

／0

コ

ー

ル

」

を

発

生

す

へ

し

菌

糸

は

膠

を

液

化

す

る

の

性

あ

り 

の

「

ア

ル

 
 
 
 

 第
四

 

膠

中

に

存

在

す

る

醸

母

菌 

「

サ

カ

ロ

ミ

セ

ス

、

ア

ワ

モ

リ

」

新

種

（S
a

ccF
a

rom
yces
 

A
a

w
a

m
ori
 

n
ov

・sp

．
）

本

醸

母

菌

は

嚢

中

の

酵

に

存

在

し

其

発

酵

の

初

期

よ

り

終

末

に

至

る

ま

て

移

多

し

く

蕃

殖

す

る

も

麹

中

に

は

存

在

を

認

め

す

且

つ

又

醸

造

場

内

の

気

中

に

浮

沸

す

る

こ

と

な

し

是

れ

変

芽

煎

膠

の

暴

露

試

験

に

よ

り

て

証

明

し

得

た

る

と

こ

ろ

な

り

蓋

し

一

の

餐

内

に

て

膠

を

製

す

る

際

に

は

必

す

他

の

餐

よ

り

し

て

既

に

発

酵

せ

る

種

膠

を

加

へ

而

し

て

又

此

れ

よ

り

順

次

他

嚢

に

移

殖

す

る

も

の

な

れ

は

該

菌

は

昔

時

泡

盛

創

始

の

当

初

よ

り

し

て

一

旦

酵

内

に

入

り

来

れ

る

も

の

か

今

日

に

至

る

ま

て

凡

そ

百

間

断

え

す

膠

中

に

止

ま

り

蕃

殖

せ

る

も

の

な

る

へ

し 

年

平

面

培

養

 

変

芽

煎

羹

に

於

け

る

衆

落

の

形

は

常

に

同

一

に

し

て

其

始

め

は

一

小

点

と

な

り

て

現

は

れ

漸

々

肥

大

す

る

に

従

て

中

央

部

較

に

凹

み

周

辺

部

隆

起

す

且

つ

其

縁

辺

は

平

滑

に

し

て

円

形

を

呈

す

十

日

を

経

過

す

れ

は

中

心



よ

り

放

射

状

の

霜

を

生

し

縁

辺

は

不

規

則

と

な

り

て

出

入

を

な

す 
 

細

胞

の

形

状

は

当

初

楕

円

形

に

し

て

盛

に

発

芽

す

と

錐

と

も

己

に

盛

な

る

発

育

を

終

は

り

た

る

も

の

は

形

状

著

る

し

く

肥

大

し

て

円

形

を

な

す

又

変

芽

煎

上

に

培

養

せ

る

も

の

は

楕

円

形

な

る

も

の

多

し

と

雖

ど

も

葡

萄

糖

寒

天

上

に

培

養

せ

る

も

の

に

あ

り

て

は

圓

形

を

な

す

も

の

多

し

若

か

き

細

胞

は

透

明

な

る

一

様

の

原

形

質

を

以

て

充

た

さ

れ

其

発

育

の

盛

時

を

終

る

や

細

胞

は

多

く

空

胞

を

出

し

原

形

質

は

顆

粒

状

を

呈

す 
 

摂

氏

十

七

度

よ

り

十

八

度

の

温

度

に

於

て

二

十

四

時

間

変

芽

煎

に

培

養

せ

る

も

の

を

石

膏

片

上

に

転

置

し

二

十

四

時

間

三

十

度

に

加

温

し

た

る

も

遂

に

胞

子

の

形

成

を

見

す

又

十

三

度

よ

り

十

五

度

に

在

り

た

る

も

の

は

三

十

日

を

経

も

猶

ほ

胞

子

の

形

成

を

み

る

こ

と

な

か

り

し 

る

生

理

 

変

芽

煎

及

ひ

椛

浸

出

液

に

能

く

発

育

す

比

較

的

高

温

度

に

抵

抗

す

る

性

あ

り

五

十

度

に

於

て

三

時

間

放

置

す

る

も

猶

ほ

発

芽

力

有

す

然

れ

と

も

六

十

度

に

至

て

く

生

活

力

を

ふ 
を

り

全

失

 

「

ア

ル

コ

ー

ル

」

 
に

対

す

る

抵

抗

に

就

い

て

は

8
0

／0

の

容

積

比

の

 

「

ア

ル

コ

ー

ル

」

液

ま

て

は

能

く

発

育

し

十

三

％

に

至

り

遅

緩

と

な

り

1
5

0

／0

に

於

て

は

全

く

発

育

を

止

む

該

点

に

於

て

は

清

酒

醸

母

よ

り

も

抵

抗

力

少

き

も

の

如

し

変

芽

煎

に

於

て

は

容

積

比

1
4

0

／0

の

 

「

ア

ル

コ

ー

ル

」

 

を

発

酵

す 

な

種

名

 

本

菌

の

胞

子

形

成

は

余

の

施

せ

る

実

験

に

て

は

末

た

之

を

見

さ

り

し

と

錐

と

も

他

に

本

菌

の

特

徴

と

適

合

す

る

種

類

を

見

さ

る

か

故

に

姑

ら

く

れ

セ

モ

リ

」

 

の

新

称

を

附

せ

り 
之

に

 

「

サ

カ

ロ

ミ

ス

、

ア

ハ

「

サ

カ

ロ

ミ

セ

ス

、

ア

ノ

マ

ル

ス

」

 

（S
a

ccb
a

rom
yces
 

a
n

om
a

lu
s

）

本

醸

母

菌

は

麹

中

に

多

く

存

在

す

る

者

に

し

て

泡

盛

に

一

種

特

有

の

香

気

あ

る

は

即

ち

此

り

種

の

醸

母

の

発

生

作

用

に

基

く

な

り 

変

芽

煎

膠

平

面

培

養

に

於

て

槃

落

は

初

め

一

小

点

と

し

て

現

は

れ

周

囲

に

蕃

殖

す

る

こ

と

至

て

退

け

れ

と

も

上

方

に

向

て

は

頗

る

早

く

発

育

し

細

き

棒

状

を

な

し

遂

に

其

重

さ

に

よ

り

て

直

立

す

る

能

は

す

し

て

漸

々

屈

曲

す

る

に

至

る

形

状

は

小

橋

円

形

に

し

て

三

乃

至

五

 
「

ミ

ュ

ー

」

な

り

原

形

は

透

明

に

し

て

其

中

に

強

く

光

線

を

屈

折

せ

し

む

る

数

箇

の

小

額

粒

を

有

す 

膜

の

形

成

は

摂

氏

三

十

度

に

於

て

は

僅

か

に

二

十

四

時

間

を

以

て

足

れ

り

と

す

れ

と

も

十

五

度

よ

り

十

四

度

に

あ

り

て

は

十

五

日

を

要

す 

変

芽

煎

に

於

て

は

微

弱

の

発

酵

を

起

し

著

る

し

き

果

性

「

エ

ー

テ

ル

」

を

発

生

す

一

「

リ

ー

テ

ル

」

変

芽

煎

に

於

け

る

十

日 

間

の

培

養

に

て

は

容

積

比

3
0

／0

の

 

「

ア

ル

コ

ー

ル

」

を

発

生

す

又

酸

の

発

生

は

最

も

著

る

し 

胞

子

は

容

易

に

形

成

し

て

固

有

の

帽

子

状

を

呈

す

英

数

通

常

三

箇

な

り

三

十

度

の

温

度

に

あ

り

て

は

十

時

間

に

し

て

形

成

す 
 

 



 
 
 

結

 

論 
一

 

泡

盛

麹

は

米

若

く

は

粟

よ

り

製

す

る

も

の

に

し

て

麹

菌

発

育

上

両

者

に

於

て

は

著

る

し

き

差

異

あ

る

こ

と

な

し

但

し

製

造

の

際

温

気

の

充

分

な

ら

さ

る

よ

り

し

て

菌

糸

の

発

育

を

防

け

之

れ

に

反

し

て

芽

生

胞

子

の

形

成

を

速

か

な

ら

し

む

る

か

改

に

麹

面

頓

に

黒

色

に

変

し

彼

の

清

酒

麹

に

於

け

る

か

如

く

白

色

な

ら

す 

二

 

泡

盛

麹

中

の

主

要

な

る

菌

類

は

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ル

ウ

チ

ク

エ

ン

シ

ス

」

に

し

て

専

ら

澱

粉

糖

化

の

作

用

を

主

さ

と

る

本

菌

は

頗

ル

ウ

エ

ー

マ

ー

氏

の

 

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ウ

エ

ン

チ

ー

」

 

に

近

似

す

る

の

点

あ

れ

と

も

而

か

も

其

菌

糸

の

著

色

せ

さ

る

こ

と

胞

子

著

色

の

順

序

甕

状

体

発

育

の

状

態

及

ひ

胞

子

の

形

成

に

於

て

判

然

相

異

な

る

と

こ

ろ

あ

り

殊

に

気

生

菌

糸

の

試

験

管

内

培

養

に

於

て

は

著

る

し

き

差

異

を

見

る

又

発

育

温

度

も

相

異

な

れ

り

と

す

因

て

本

菌

は

全

く

新

種

属

す

る

も

の

と

な

せ

り 

に

三

 

右

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ル

ウ

チ

ウ

ニ

ン

シ

ス

」

 

は

毒

も

発

酵

の

作

用

な

く

又

所

謂

球

形

酵

母

を

芽

生

す

る

こ

と

な

し 

四

 

麹

中

に

属

く

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ベ

ル

ニ

チ

オ

ー

ス

ト

」

と

命

名

せ

る

糸

状

菌

の

発

生

す

る

こ

と

あ

り

之

れ

か

た

め

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ル

ウ

チ

ウ

ニ

ン

シ

ス

」

 

の

発

育

を

妨

け

従

て

麹

の

性

質

を

し

て

不

良

な

ら

し

む

る

に

至

る

該

菌 
 
 

は

一

般

の

形

態

「

ア

ス

ペ

ル

ギ

ル

ス

、

ル

ウ

チ

ウ

ニ

ン

シ

ス

」

 

に

類

似

す

る

と

こ

ろ

あ

れ

と

胞

子

著

色

の

点

に

於

て

明

に

之

を

区

別

し

得

へ

し 

五

 

麹

中

に

は

他

に

猶

ほ

二

三

種

の

糸

状

菌

の

存

在

す

る

も

是

に

唯

空

気

中

に

浮

辞

せ

る

普

通

糸

状

菌

の

偶

然

附

著

し

て

発

生

せ

る

に

退

き

す

し

て

此

等

は

毒

も

発

酵

作

用

あ

る

も

の

な

し

其

主

た

る

も

の

は

「

ペ

ニ

チ

リ

ウ

ム

、

グ

ラ

ウ

ク

ム

」
「

ム

ー

コ

ル

、

ス

ト

ロ

ニ

ヘ

ル

」

等

に

し

て

猶

ほ

一

種

「

モ

ニ

リ

ヤ

」

 

膠

の

糸

状

菌

あ

り

て

微

弱

の

発

酵

作

用

を

有

す 

六

 

泡

盛

発

酵

の

主

要

な

る

醸

母

菌

は

 

「

サ

カ

ロ

ミ

セ

ス

、

ア

ワ

モ

リ

」

 

と

命

名

せ

る

新

種

に

し

て

移

し

く

発

酵

嚢

中

に

繁

殖

し

該

酒

酒

精

の

大

部

分

を

形

成

す

而

し

て

泡

盛

に

一

種

固

有

の

香

気

を

帯

は

し

む

る

も

の

は

別

に

 

「

サ

カ

ロ

ミ

セ

ス

、

ア

ノ

マ

ル

ス

」

と

称

す

る

醸

母

菌

の

作

用

に

よ

る

是

れ

亦

麹

中

に

多

く

存

在

し

従

て

発

酵

嚢

内

に

も

亦

能

く

繁

殖

す

る

を

見

る

然

れ

と

も

該

醸

母

の

発

酵

力

は

極

め

て

微

弱

な

り

と

す 


